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定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
か
ら
消
費
税
大
増
税
と
国
民
に
次
々
痛

み
を
押
し
付
け
る
小
泉
内
閣
。
地
方
自
治
体
に
は

｢

三
位
一
体
改
革｣

を
押
し
付
け
、
義
務
教
育
費
、
国
保
や
生
活
保
護
ま
で
削
減
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
年
の
年
金
大
改
悪
に
つ
づ
い
て
、
今

年
は
介
護
保
険
の
改
悪
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
悪
政

の
防
波
堤
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
府
政
も
、
逆
に
、
洛
東
病
院

の
廃
止
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
府
政
リ
ス
ト
ラ
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
延
長
、
憲
法
改
悪
の
強
行

な
ど
、
平
和
や
安
全
の
問
題
も
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
こ
そ
、｢

国
民
の
苦
難･

要
求
あ
る
と
こ
ろ
、日
本
共
産
党
あ

り｣
の
立
党
の
精
神
を
貫
き
、
府
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
、
平
和
と

安
全
を
守
る
た
め
全
力
を
あ
げ
て
頑
張
る
決
意
で
す
。今
年
も
、み
な

さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�������������������������日
本
共
産
党
府
会
議
員
団

団
長
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孝
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十
月
二
十
日
の
台
風
二
十
三
号
は
、
府
中
北
部
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
二
十

日
夜
か
ら
各
地
の
被
害
状
況
を
掌
握
し
、
由
良
川
が
警
戒

水
域
を
越
え
、
桂
川
渡
月
橋
付
近
で
ホ
テ
ル
等
に
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
も
と
で
、
緊
急
に

｢

大
野
ダ
ム
、
日
吉
ダ

ム
の
放
流
の
抑
制
を｣

と
災
害
対
策
本
部
に
申
し
入
れ
を

行
う
と
と
も
に
、
二
十
一
日
、
早
朝
か
ら
被
災
地
へ
調
査

団
を
派
遣
、
状
況
調
査
と
被
災
者
の
激
励
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

こ
の
調
査
を
も
と
に
、
二
十
二
日
、
府
に
対
し
、
①
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
急
な
復
旧
、
②
市
町
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
支
援
、
府
民
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
呼
び
か
け
、
③
被
災
地
へ
府
職
員
を
派
遣
し
、
被
害

状
況
調
査
、
災
害
復
旧
、
救
援
支
援
を
、
④
災
害
救
助
法

の
早
期
適
用
、
激
甚
災
指
定
を
早
急
に
受
け
、
災
害
復
旧
、

生
活
・
営
業
再
建
支
援
に
全
力
を
、
と
の
緊
急
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
十
六
日
に
は
、
①
具
体
的
箇
所
を
指
摘
し
、

二
次
災
害
の
お
そ
れ
へ
の
緊
急
対
策
、
②
影
響
の
大
き
い

幹
線
道
路
の
早
期
開
通
と
生
活
道
路
の
確
保
、
③
災
害
ゴ

ミ
の
撤
去
へ
の
支
援
、
生
活
環
境
の
回
復
、
④
被
災
者
と

り
わ
け
高
齢
者
、
独
居
老
人
へ
の
訪
問
と
健
康
管
理
、
相

談
窓
口
の
開
設
と
生
活
支
援
金
の
給
付
、
⑤
再
建
支
援
法
、

災
害
救
助
法
の
適
用
拡
大
と
府
と
し
て
の
上
乗
せ
措
置
、

被
災
住
宅
再
建
へ
の
助
成
、
被
災
者
へ
の
支
援
制
度
創
設
、

⑥
農
林
漁
業
、
商
工
業
者
の
被
害
調
査
と
支
援
―
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
決
算
特
別
委
員
会
の
書

面
審
査
で
は
各
部
局
に
対
し
、
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

風
倒
木
の
緊
急
処
理
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
農
機
具
、
漁
船

な
ど
へ
の
助
成
、

商
工
業
者
の
生

産
設
備
へ
の
助

成
、
未
指
定
文

化
財
へ
の
助
成

な
ど
、
被
害
の

実
態
に
即
し
た

対
策
を
求
め
ま

し
た
。

こ
う
し
た
被

害
の
実
態
と
被

災
者
や
関
係
者

の
声
を
も
と
に

し
た
京
都
府
へ

の
申
し
入
れ
は
、
事
態
に
か
み
合
っ
た
も
の
で
、
大
野
ダ

ム
の
放
流
調
整
も
、
関
係
自
治
体
か
ら
の
要
請
も
あ
り

｢

緊
急
操
作｣

が
行
わ
れ
、
由
良
川
決
壊
の
危
険
を
免
れ
、

水
没
し
た
バ
ス
の
三
十
七
名
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
救
助
法
の
適
用
も
、
申
し
入
れ

た
段
階
で
は
副
知
事
は

｢

市
町
か
ら
の
要
請
が
ま
だ
な
い｣

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
の
対
策
本
部
で
、
救
助

法
適
用
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
十
五
日
に
は
、
台
風
災
害
対
策
の
た
め
の
臨
時

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
討
論
に
た
っ
た
松
尾
孝
団
長
は
、

被
災
地
の
調
査
を
踏
ま
え
、
被
災
者
の
救
援
、
住
宅
や
農

業
林
業
、
商
工
業
者
の
緊
急
対
策
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

臨
時
議
会
に
は
、
災
害
復
旧
と
被
災
者
支
援
の
た
め
に

三
〇
二
億
円
の

｢

災
害
復
旧
対
策
補
正
予
算｣

が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
、
被
災
者
や
関
係
自
治
体
の
声

と
わ
が
党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
対
策
の
多
く
が
盛
り
込

ま
れ
、
最
高
三
〇
〇
万
円
の
住
宅
再
建
の
た
め
の
助
成
措

置
や
商
工
業
者
へ
の
特
別
融
資
な
ど
が
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
論
戦
を
通
じ
て
、
農
林
関
係
で
の
緊

�������������� �
被
災
直
後
か
ら
被
害
状
況
を
調
査
、

府
に
切
実
な
声
を
届
け
る

最
高
三
〇
〇
万
円
の
被
災
者

住
宅
再
建
な
ど

三
〇
〇
億
円
の
補
正
予
算

11月臨時議会

被
災
者
の
生
活
と
営
業
、

農
林
漁
業
と
地
域
の
再
建
に
全
力

台風23号
災害

宮津市滝場
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急
風
倒
木
処
理
や
無
利
子
融
資
制
度
、
未
指
定
文
化
財
へ

の
助
成
な
ど
も
実
現
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
地
元
議
員
団
と
府
議
団
、
京

都
府
委
員
会
、
国
会
議
員
団
が
協
力
し
て
、
内
閣
府

(

防

災
担
当)

、
総
務
省
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
経

済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
へ
五
十
二
項
目

の
要
望
を
提
出
し
、
交
渉
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
活
再
建
支
援
法
や
災
害
救
助
法
の

｢

弾
力
的
運
用｣

で
、
被
災
者
を
可
能
な
限
り
救
済
す
る
道
が
開
か
れ
、
宮

津
・
大
手
川
改
修
の
早
期
実
現
へ
の
道
を
開
く
な
ど
前
進

さ
せ
ま
し
た
。

党
議
員
団
は
、
新
し
く
実
現
し
た
府
の
制
度
や
国
の
制

度
を
知
ら
せ
る
パ
ン
フ

｢

こ
ん
な
制
度
が
活
用
で
き
ま
す｣

を
作
成
。
さ
ら
に
政
府
交
渉
の
結
果
報
告
や
全
世
帯
対
象

の
ビ
ラ
も
作
成
し
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
と
府
や
関
係
市
町

に
届
け
、
共
同
し
て
の
被
災
者
救
援
、
災
害
復
旧
の
取
り

組
み
を
前
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

災
害
復
旧
、
生
活
と
営
業
の
再
建
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

制
度
が
一
人
一
人
の
被
災
者
の
救
済
に
役
立
つ
も
の
と
し

て
適
切
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
、
農
林
漁
業
者
、
商
工
業
者

の
生
産
設
備
へ
の
助
成
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
河
川
改
修
や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
へ
の
対
策
、
防
災

無
線
の
配
備
、

防
災
体
制
の
強

化
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
り

ま
す
。

党
議
員
団
は
、

被
災
者
の
生
活

と
営
業
の
一
日

も
早
い
再
建
と

災
害
復
旧
、
災

害
に
強
い
地
域

づ
く
り
へ
引
き

続
き
全
力
を
あ

げ
て
い
き
ま
す
。

���������������
被
災
地
の
願
い
を
国
に
届
け
、

｢

実
情
に
応
じ
弾
力
的
対
応｣

の
回
答
引
き
出
す

11/29 対政府交渉

｢

国
民
の
苦
難
あ
る
と
こ
ろ
、

日
本
共
産
党
あ
り｣

府
議
団
独
自
の
パ
ン
フ
や
全
戸

ビ
ラ
を
作
成

被災者と対話

府
議
団
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

台風23号災害は､ 京都府中北部

に昭和28年災害以来､ 50年ぶりと

言われる大きな被害をもたらしま

した｡ 府会議員団は災害発生の翌

21日早朝から連日被災地に入り､

救援・復旧活動に全力をあげまし

た｡ 私自身も10日間にわたって､

福知山市､ 宮津市､ 舞鶴市､ 京丹

後市､ 加悦町､ 大江町などに入り､

被災者のみなさんを激励し､ 要求

をお聞きして各自治体や京都府に

届け､ 機敏な対策を求めました｡

府が300億円の補正予算を組み､

しかも､ 全壊300万円､ 半壊150万

円､ 床上浸水に50万円の補助が実

現できたことは大きかったと喜ん

でいます｡ 今後とも､ ｢国民の苦

難・要求あるところ､ 日本共産党

あり｣ を掲げ､ 大いに頑張る決意

です｡

�����������������
松尾 孝 (伏見区)

対政府交渉

大江町の調査
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公
的
な
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の

充
実
こ
そ
検
討
す
べ
き

加
味
根
府
議
は
、｢

医
療
情
勢
の
変
化｣

や

｢

民
間
病
院
と
の
役
割
分
担｣

を
強
調

す
る
知
事
の
論
拠
に
対
し
、
洛
東
病
院
の

よ
う
に
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
持
つ

病
院
は
府
内
で
十
一
し
か
な
く
、
京
都
の

リ
ハ
ビ
リ
施
策
が

｢

全
国
水
準
か
ら
十
年

遅
れ
て
い
る
関
西｣

の
中
で
も
、
さ
ら
に

遅
れ
て
い
る
と
指
摘
。｢

廃
止
に
は
何
ら

の
道
理
も
根
拠
も
な
い｣

と
批
判

し
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
止
を
提
言

し
た
検
討
委
員
会
に
、
府
代
表
で

参
加
し
て
い
る
の
は
保
健
福
祉
部

な
ど
の
専
門
職
員
で
な
く
、
島
津

製
作
所
か
ら
来
た｢

経
営
戦
略
室｣

の
職
員
で
あ
る
事
実
を
見
て
も
、

｢

廃
止
の
た
め
に
初
め
か
ら
強
引

に
こ
と
を
進
め
て
き
た
知
事
の
や

り
方
は
明
ら
か
で
あ
る｣

と
痛
烈

に
批
判
。｢

府
立
医
大
病
院
と
洛

東
病
院
を
核
と
し
た
公
的
な
リ
ハ

ビ
リ
医
療
の
充
実
こ
そ
検
討
す
べ

き
で
あ
り
、
廃
止
条
例
案
は
撤
回

せ
よ｣

と
迫
り
ま
し
た
。

知
事
は
、｢

施
策
の
選
択
・
集
中
が
必

要｣

な
ど
と
答
弁
し
、
府
民
の
切
実
な
願

い
に
は
冷
た
く
背
を
向
け
ま
し
た
が
、
加

味
根
府
議
は

｢

選
択
と
集
中｣

と
い
う
な

ら
、
福
祉
や
医
療
を
切
り
捨
て
る
の
で
な

く
、
不
要
不
急
の
ム
ダ
な
大
型
事
業
こ
そ

見
直
す
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

福
祉
・
医
療
切
り
捨
て
の

根
底
に
、
府
の
公
的
責
任

投
げ
捨
て
の
方
針

加
味
根
議
員
は
、
洛
東
病
院
廃
止
を
狙

う
京
都
府
の
考
え
方
の
根
底
に
は

｢

経
営

改
革
プ
ラ
ン｣

(

素
案)

が
強
調
す
る

｢

経
営
手
法｣

の
導
入
が
あ
る
と
指
摘
。

こ
の
考
え
方
に
よ
る

｢

行
政
体
質
の
根
本

的
改
革｣

と
は
、
結
局
、｢

不
採
算｣

｢

効

率
性｣

を
口
実
に
福
祉
や
医
療
を
切
り
捨

て
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
地
方
自
治

体
本
来
の
役
割
、
行
政
の
公
的
責
任
を
投

げ
捨
て
る
も
の
で
は
な
い
か
と
知
事
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
知
事
は
、｢

分
権

時
代
に
あ
っ
た
簡
素
で
効
果
的
・
効
率
的

な
府
民
本
位
の
府
庁
づ
く
り｣

｢

抜
本
的

な
体
質
改
善
を
新
た
な
視
点
で
進
め
、
財

政
運
営
の
仕
組
み
自
体
を
変
革
し
て
い
く｣

こ
と
を
強
調
。
こ
の
中
で
、
指
定
管
理
者

制
度

(

注)

に
よ
る

｢

効
率
的
運
営｣

の

考
え
も

｢

当
然
の
こ
と｣

と
答
弁
し
ま
し

た
。災

害
対
策
、子
育
て
支
援
、

住
宅
改
修
な
ど

府
民
の
願
い
実
現
を

こ
の
他
、
加
味
根
議
員
は
、
台
風
23
号

�������������� �

加味根 史朗 議員

(右京区)

道
理
も
根
拠
も
な
い

洛
東
病
院
の
廃
止
条
例
は
撤
回
せ
よ

代
表
質
問
に
立
っ
た
加
味
根
府
議
は
、
台
風
23
号
災
害
対
策
や
洛
東

病
院
廃
止
問
題
、｢

経
営
改
革
プ
ラ
ン

(

素
案)｣

、
伝
統
産
業
対
策
、

住
宅
改
修
助
成
、
教
育
費
負
担
軽
減
と
子
育
て
支
援
、
地
方
財
政
問
題

な
ど
で
山
田
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

�����
洛東病院廃止反対の府庁包囲デモ (12月17日)
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で
被
災
し
た
中
小
零
細
業
者
や
農
林
漁
業

者
に
対
し
、
融
資
だ
け
で
な
く
、
府
と
し

て
機
械
・
設
備
の
修
理
・
購
入
な
ど
へ
の

直
接
助
成
制
度
を
導
入
す
る
よ
う
強
く
要

望
。
労
働
条
件
改
善
や
育
児
休
業
制
度
の

普
及
な
ど
子
育
て
支
援
策
の
強
化
、
さ
ら

に
高
す
ぎ
る
教
育
費
や
子
ど
も
の
医
療
費

な
ど
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
も
と
め
ま
し

た
。ま

た
、
加
味
根
議
員
が

｢

住
宅
の
耐
震

化
工
事
に
対
す
る
助
成
制
度
を｣

と
要
求

し
た
こ
と
に
対
し
、
知
事
は
、｢

多
く
の

既
存
の
制
度
が
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
、
耐
震
改
修
工

法
の
調
査
・
検
討
を
進
め
、
制
度
上
の
課

題
に
つ
い
て
引
き
続
き
研
究
し
た
い｣
と

答
え
ま
し
た
。

���������������
(

注)

一
昨
年
六
月
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
り
、｢

公
の
施
設｣

の
管

理
が
、
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て

い
る
法
人
等
へ
の
委
託
か
ら
、
地
方

自
治
体
が
指
定
す
る
指
定
管
理
者
の

管
理
運
営
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
に
は
営
利
を
目
的
と

す
る
株
式
会
社
な
ど
も
含
ま
れ
、
公

の
施
設
の
公
共
性
や
自
治
体
の
公
的

責
任
が
ど
う
な
る
の
か
な
ど
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
界
な
ど
は

｢

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
拡
大｣

の
た
め
と
、
そ
の
導
入
を

強
く
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

知事の頭の中には､

住民の福祉の増進を

はかる府の役割がないのではないかと痛感

しました｡ 台風災害で事業を継続する意欲

さえ失いかけている業者や農家､ 漁業者を

支援するために､ 新潟県や福井県がやって

いる助成をと質問しましたが､ 知事は検討

する姿勢すら示しませんでした｡ 洛東病院

問題でも､ 回復期のリハビリ病棟を持つ病

院が11しかないことを初めて認めましたが､

それでも同病院を廃止して問題なしとの態

度です｡ 府民の命を守るための税金はもっ

たいないが､ 丹後の大規模公園には50億円

使って当然という姿勢です｡ 小泉内閣の

｢官から民へ｣ という構造改革にそって､

文化博物館や体育館など府の施設を大企業

の金儲けのために開放することにも熱心で

す｡ こんな府政に府民の怒りが高まってい

ます｡ 府政をかえるため､ 府民のみなさん

とともにがんばります｡
〈加味根〉

質問を終えて

９月議会で､ 府警本部は ｢旅費問題｣ の内部調査の結

果､ ｢昨年度101の班・係で7400万円が一括管理され､ う

ち4300万円が飲食や慶弔費に使われた｣ と公表した｡ し

かし ｢不正請求・不正流用はない｣ と言う｡ ｢旅行命令

簿と支払簿を照合した結果､ 適正であった｣ と言うが､

研修時の交通費を実際はパトカーで帰ったのに電車賃で

請求した事例が､ ５年間に932件も発覚している｡ つま

り ｢旅行命令簿と支払簿｣ を照合しても ｢不正請求なし｣

とは言えないのである｡ プール金の帳簿がある｡ 今議会

で再度 ｢帳簿を公表せよ｣ と要求したが､ ｢私的な文書

である｣ と居直り､

公開を拒否した｡ さ

らに追及するが､ ２

月議会から委員会審

議の様子もインター

ネットで公開される｡

世論で包囲し､ 帳簿

を公開させたい｡

�������������
梅木 紀秀 (左京区)

府民大集会後のデモ (11月28日)

｢バシーン！｣ ―産業雇用活性化特別委員会でのこと｡

私の質問最中に与党のある議員が突然､ 自分の資料の束

を机の上に叩きつけ､ 一瞬､ 委員会室全体の空気は凍り

つきました｡

まだ所管事項の審議は始まったばかりだというのに､

早くやめろと言わんばかりにいきなり府民から託された

議員の質問を妨害するこの行為は断じて許せません｡ 当

然､ 即座に議員と委員長に

抗議をしました｡ この議員

にとっては､ いったい何の

ための議会であり､ 委員会

なのでしょうか｡ ただ出席

し､ 早く終わればそれでい

いと思っているのであれば､

こんな府民の税金の無駄遣

いはありません｡ この出来

事を通じて､ 改めて議員の

あり方について考えされら

れました｡

������������������
西脇 郁子 (下京区)

洛東病院廃止反対デモ(12月17日)
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原
田
議
員
は
、
大
型
店
出
店
問
題
、
府

の
Ｊ
Ａ
へ
の
指
導
、
木
屋
町
の
治
安
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

約
二
五
万
㎡
も
の
売
場
面
積
と
な
る
新

た
な
大
型
店
出
店
計
画
。
現
在
の
全
小
売

事
業
者
の
売
場
面
積
の
一
割
に
達
し
ま
す
。

原
田
議
員
は
地
域
社
会
の
く
ら
し
を
支
え

て
き
た
中
小
小
売
業
、
商
店
街
を
守
り
発

展
さ
せ
る
べ
き
と
指
摘
。
府
と
し
て
大
型

店
出
店
の
規
制
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
国
に

｢

大
店
立
地
法｣

の
見
直
し
強

化
を
求
め
よ
と
追
及
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
型
店
の
出
店
を
調
整
す
る
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

｢

小
売
商
業
調

整
特
別
措
置
法｣

に
つ
い
て
、
大
企
業
者

と
中
小
業
者
の
紛
争
調
整
を
行
う
も
の
で
、

法
の
第
一
条
に

｢

小
売
商
の
事
業
活
動
の

機
会
を
適
正
に
確
保
し
、
及
び
小
売
商
業

の
正
常
な
秩
序
を
阻
害
す
る
要
因
を
除
去

し
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。｣

と
し

て
お
り
、
府
と
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

京
都
の
小
粋
な
社
交
場
、
木
屋
町
界
隈

の
治
安
、
風
紀
が
大
変
乱
れ
、
安
心
し
て

歩
き
に
く
い
街
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
立
誠
小
学
校
が
廃
止
さ
れ
て

以
降
、
多
く
の
性
風
俗
店
が
集
中
出
店
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

地
元
が
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
に
自
ら
参
加

す
る
原
田
議
員
は
、
現
状
を
知
事
や
府
警

本
部
長
が
認
識
し
て
い
る
の
か
と
質
問
。

そ
の
上
で
、
湯
布
院
や
黒
川
温
泉
な
ど
で
、

い
か
が
わ
し
い
店
を
作
ら
せ
な
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
例
や
、
官
民
あ
げ
た

ね
ば
り
強
い
取
り
組
み
で
、
性
風
俗
店
を

八
割
方
撤
退
さ
せ
た
新
宿
歌
舞
伎
町
で
の

経
験
を
紹
介
。
性
風
俗
店
の
違
法
行
為
が

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
黙
認
・
放
置

す
る
の
で
な
く
、
強
い
姿
勢
で
摘
発
に
臨

む
こ
と
、
廃
止
さ
れ
た
交
番
の
復
活
、
警

察
へ
の
出
店
届
出
の
段
階
で
、
周
辺
地
域

の
同
意
書
提
出
の
義
務
化
や
暴
力
団
関
係

者
の
徹
底
排
除
に
よ
り
出
店
の
ハ
ー
ド
ル

を
高
く
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
。
そ
の
実

施
を
求
め
ま
し
た
。

警
察
本
部
長
は
、
府
民
や
観
光
客
が
安

心
し
て
歩
け
る
よ
う
努
め
た
い
と
答
弁
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
本
庄
議
員
は
、
知
事
が
九
月
に

関
西
の
知
事
座
談
会
で
、｢

京
都
式
少
人

数
教
育｣

に
つ
い
て
、｢

学
校
現
場
が
考

え
選
択
す
る｣

と
語
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
育
委
員
会
が

｢

小
学
校
一
・
二
年

生
で
は
複
数
で
指
導
す
る
こ
と
が
基
本｣

�������������� �
地
域
の
く
ら
し
、ま
ち
づ
く
り

の
破
壊
を
許
す
な

異
常
な
大
型
店
の
出
店
計
画

木
屋
町
界
隈

府
民
、観
光
客
が

安
心
し
て
楽
し
め
る
街
へ

京
都
府･

警
察
は
責
任
は
た
せ

小
学
校
低
学
年
で
の

少
人
数
学
級
選
択
に

条
件
を
つ
け
る
な

��������
原田 完 議員

(中京区)

12月定例会本会議で２回目の一般質

問にたちました｡ いま､ 木屋町も立誠

小学校廃校以後､ 風俗産業の集積地と

なり､ 治安の悪化は大変な状況で､ 学

区自治連合会や中京料飲組合等の情緒

を取り戻す運動､ 地域の浄化を進める

運動が起こっています｡

鳥インフルエンザ問題でも､ 緊急支

援融資が実施されましたが､ 春から２

回も国が円滑な事業実施の通達を出し

ているにもかかわらず､ 農協を通じて

の融資は１件も実現しない異常な状況｡

台風23号被害で､ 被災者の激励と救

援､ 様々な地域の要求と結びついて､

議会内での論戦とあいまった活動が求

められています｡ まさに､ ｢国民の苦

難と要求のあるところに共産党あり｣

が示された議会でした｡ 要求実現に向

け､ さらにがんばります｡

〈原田〉

質問を終えて

本庄 孝夫 議員

(山科区)

�������������������������������������������



と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
知
事
に
対
し

て

｢

少
人
数
学
級
を
選
択
す
る
の
に
、
何

か
条
件
が
あ
る
の
か｣

と
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

答
弁
に
た
っ
た
知
事
は
、
小
学
校
低
学

年
で
は

｢

少
人
数
学
級
等
の
選
択
要
望
が

あ
れ
ば
、
説
明
責
任
が
必
要
だ
が
、
加
配

教
員
の
枠
内
で
積
極
的
に
応
じ
て
い
く｣

と
発
言
。
再
質
問
に
た
っ
た
本
庄
議
員
は
、

｢

今
日
の
知
事
の
答
弁
で
初
め
て
、
教
育

委
員
会
も
含
め
、
小
学
校
低
学
年
の
少
人

数
学
級
実
施
に
踏
み
込
ん
だ
答
弁
が
さ
れ

た｣

と
確
認
、
念
押
し
し
ま
し
た
。

本
庄
議
員
は
、
教
育
現
場
で
、
講
師
の

数
が
五
年
前
の
約
千
名
か
ら
激
増
し
て
千

五
百
名
を
超
え
、
教
員
の
約
一
割
以
上
を

占
め
て
い
る
と
指
摘
。
こ
れ
ら
の
講
師
に

は
、
朝
の
教
職
員
の
打
ち
合
わ
せ
に
も
、

職
員
会
議
に
も
参
加
す
る
条
件
が
保
障
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
と
り
あ
げ
、
近
畿
で

最
低
の
教
職
員
配
置
基
準
の
改
善
を
行
う

べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

学
力
診
断
テ
ス
ト
の
問
題
で
は
、
テ
ス

ト
の
結
果
が
府
や
教
育
局
管
内
の
平
均
よ

り
劣
る
学
校
長
が
地
教
委
に
呼
び
出
さ
れ
、

｢

始
末
書｣

を
書
か
さ
れ
る
な
ど
、
点
数

引
き
上
げ
競
争
を
際
限
な
く
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
実
情
も
と
り
あ
げ
て
、

｢

学
力
テ
ス
ト
競
争｣

は
き
っ
ぱ
り
と
や

め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

南
部
地
域
の
養
護
学
校
の
再
編
整
備
計

画
問
題
で
は
、
現
在
二
百
人
を
超
え
る
マ

ン
モ
ス
校
と
な
っ
て
い
る
南
山
城
養
護
学

校
で
、
特
別
教
室
が
少
な
い
た
め
に
、
音

楽
や
体
育
の
授
業
を
廊
下
で
行
っ
て
い
る

な
ど
の
事
態
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

大
規
模
で
な
く
、
地
元
と
結
び
つ
い
た
養

護
学
校
を
生
活
圏
ご
と
に
つ
く
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

島
田
敬
子
議
員
は
、
洛
東
病
院
の
廃
止

問
題
、
介
護
保
険
の
見
直
し
問
題
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

島
田
議
員
は
、
洛
東
病
院
の
廃
止
条
例

に
つ
い
て
、｢

大
阪
や
奈
良
を
探
し
た
が

入
院
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い｣

と
の

患
者
の
声
を
紹
介
し
、｢

順
調
に
転
院
が

進
ん
で
い
る｣

と
す
る
知
事
の
態
度
を
厳

し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、
専
門
家
の
中

で
大
き
く
広
が
る
洛
東
病
院
廃
止
反
対
の

声
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
知
事
は
、
同
病

院
問
題
で
は
答
弁
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

島
田
議
員
は
、
府
内
の
リ
ハ
ビ
リ
医
療

充
実
に
向
け
て
、
①
府
立
医
大
に
リ
ハ
ビ

リ
医
学
教
室
を
設
置
し
専
門
医
を
養
成
す

る
、
②
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の
中
核
施
設
と
な

る
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を
二
次
医
療
圏
毎

に
指
定
す
る
、
な
ど
を
要
求
。
与
党
議
員

も
今
ま
で
府
議
会
で
、
洛
東
病
院
の
整
備

拡
充
や
総
合
的
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
確
立
を

要
望
し
て
き
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
同
病

院
廃
止
条
例
案
の
撤
回
と
慎
重
審
議
を
求

め
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
論
議

に
つ
い
て
、
国
の
財
政
支
出
を
削
る
た
め

に
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
制
限

し
、
利
用
料
を
大
幅
に
値
上
げ
す
る
も
の

で
、｢

改
革｣

の
名
に
値
し
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
が
、
保
健
福
祉
部
長
は
、｢(

国

の)

方
向
性
は
、
京
都
府
の
健
康
長
寿
日

本
一
プ
ラ
ン
と
も
一
致
し
た
も
の｣

と
答

弁
す
る
だ
け
で
、
反
対
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

島
田
議
員
は
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
介

護
制
度
と
す
る
た
め
、
た
だ
ち
に
改
善
に

と
り
く
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
①
保
険
料
・

利
用
料
の
あ
り
方
を
支
払
能
力
に
応
じ
た

負
担
の
方
向
に
見
直
す
、
②
在
宅
・
施
設

両
面
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
、
③
介
護
・
医
療
・
福
祉
等
の

連
携
を
強
め
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
、
④
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
、
な
ど
を
提
案
。
と
く
に
、
利

用
者
負
担
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
が
打
ち

切
ら
れ
て
も
府
の
支
援
策
は
継
続
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

���������������

洛
東
病
院
廃
止
条
例
を

撤
回
し
、
府
の
リ
ハ
ビ
リ

医
療
体
制
の
充
実
を

サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
・
負
担
増

を
や
め
、
よ
り
良
い
介
護
制
度

に
改
善
を

｢学力国際調査｣ ｢国際数学・理科調査｣

結果の相次ぐ発表｡ その特徴は､ ｢学習

に興味を失いがち｣､ 読解力で ｢真ん中

が減って､ できない子が増えている｣ と

｢学力格差｣ ｢学校間の格差｣ も高率との

分析｡ 調査で高得点､ 格差の少ないフィ

ンランドの国語は１クラス19人学級｡

12月府議会・一般質問で､ 中高一貫校

など競争重視の府教委の ｢学力診断テス

ト｣ を告発｡ 府内の平均点より劣ってい

る学校長が､ 地教委に ｢始末書｣ まで書

かされ､ ついには ｢テスト中にヒントを

出してでも｣ と叱咤する姿｡ ｢点数引き

上げ競争｣ の悪循環の弊害｡

学力不安や危機にあおられず冷静に分

析すべき｡ 学力を把握するなら､ 学校ご

とに ｢理解・達成してほしい問題｣ の達

成度を調査し､ 指導に生かすことこそ学

力保障の確かな道と提案｡

〈本庄〉

質問を終えて

島田 敬子 議員

(右京区)

�������������������������������������������
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10月28日から11月16日までおこなわれた決算特別委員

会では､ 高校生の通学費補助の充実と中学校給食､ 生活

保護と母子家庭の支援の問題､ 環境問題で京都エコエネ

ルギープロジェクトの問題点､ 京都府警の旅費と報償費

の不正流用疑惑の追及､ そして､ その問題での監査委員

に対する厳しい監査の実施を求めるなど､ ５日間質問に

立ちました｡ 京都府警の旅費の不正流用疑惑については､

内部調査のずさんさが引き続き明らかになりましたが､

それだけに､ 第三者を含めた調査機関の必要性を実感｡

与党の一部の議員からも ｢身内に甘いのでは…｣ といっ

た意味の指摘がされました｡

12月議会では､ キリンビー

ル京都工場の跡地開発にか

かわる交通問題で質問｡ 府

警本部から ｢既存住民が困

ることのないように厳しく

指導する｣ との回答を得る

ことができました｡

����������������������
山内 佳子 (南区)

１月４日新春の門前宣伝

十
二
月
定

例
会
に
は
、

日
本
共
産
党

議
員
団
提
案

の

｢

地
方
交

付
税
等
の
維

持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見

書(

案)
｣

｢『

三
位
一
体

改
革』

の
名

に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
に
関
す
る
意

見
書

(

案)｣
｢

定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
に
反

対
す
る
意
見
書

(

案)｣
｢

イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛

隊
の
早
期
撤
退
を
求
め
る
意
見
書

(
案)｣

｢

京

都
府
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
充
実
を

求
め
る
決
議

(

案)｣

の
五
意
見
書
・
決
議
案

と
四
会
派
提
案
の

｢『

三
位
一
体
改
革』

を
国

の
財
政
再
建
の
手
段
に
利
用
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

(

案)｣

、
民
主
・
府
民
連
合
提
案

の

｢

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
延
長
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書

(

案)｣

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

(

採
決
の
結
果
は
、
12
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い)

久
守
議
員
は
、
い
ま

｢

三
位
一
体
改
革｣

の

名
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
地
方
交
付
税

等
の
大
幅
削
減
や
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
が
、

福
祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
を
切
り
捨
て
、
地
方

財
政
を
い
っ
そ
う
の
困
難
に
追
い
や
る
も
の
と

厳
し
く
指
摘
。
地
方
交
付
税
等
の
維
持
・
拡
充

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、｢

三
位
一
体
改
革｣

の
推
進
を
前
提
と
し
て
い
る
四
会
派
提
案
の
意

見
書
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
に
耐
え
難
い

｢

痛
み｣

を
押
し

つ
け
、
日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

｢

定
率
減
税
の
縮

小
・
廃
止｣

を
絶
対
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
と

指
摘
し
ま
し
た
。

久
守
議
員
は
、
先
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
イ

ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
延
長
に
つ
い
て
、
イ
ラ

ク
戦
争
の

｢

大
義｣

が
根
底
か
ら
崩
壊
し
、
自

衛
隊
派
兵
を
延
長
す
る
根
拠
が
こ
と
ご
と
く
崩

れ
て
い
る
と
し
て
、
す
み
や
か
な
撤
退
を
要
求
。

｢

日
米
同
盟
に
基
づ
く
信
頼
関
係｣

を
強
調
し

た
民
主
党
・
府
民
連
合
提
案
の
意
見
書
案
は
、

｢

自
衛
隊
の
撤
退
要
求
と
は
根
本
か
ら
矛
盾
す

る
も
の｣

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
府
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施

策
の
大
変
な
遅
れ
を
指
摘
し
、
そ
の
充
実
を
求

め
ま
し
た
。

住民の命と暮らしを脅かす政治が､ 国でも地方で

もどんどん押し進められようとしています｡ 府民の

みなさんから寄せられた願いに応え､ 我が党は､ 憲法に明記された ｢地方

自治｣ の確立のために､ 全国の自治体関係者の一致した願いである地方交

付税等の維持・拡充を求めました｡ 医療・福祉・教育での国庫補助負担金

が国の責任で保障されるべきことを明らかにし､ 国民負担の大増税路線で

実施される定率減税の縮小・廃止に反対しました｡ そして､ 何よりも緊急

の課題であり､ 世界と日本の平和にとって脅威である無法な米国の侵略戦

争に加担するイラクからの自衛隊の早期撤退を求めました｡

本議会で大問題となった府のリハビリテーション医療の改善・充実を求

める決議(案)を採択するように強く求めましたが､ 住民の願いに背を向け

否決したオール与党に強い憤りを感じます｡ 〈久守〉

討論を終えて

意
見
書
討
論久守 一敏議員

(伏見区)

12月３日､ 滋賀県知事は､ 豪雨時に瀬田川洗堰の全閉

操作を義務付けた操作規則の見直しを国土交通省に要請

した｡

瀬田川洗堰を全開放流しても､ 河川整備が進んだため､

一部地域 (宇治川) を除いて京都・大阪など下流地域の

洪水は起きないとし､ 明治以来続いている洗堰の全閉操

作をやめ､ 豪雨時にも放流しようとするもの｡

私は､ 建設常任委員会で ｢宇治川では溢水の危険性が

あるとされている｡ 宇治市など下流側住民の不安に対し

て､ 府として国土交通省へ働きかけるべき｣ と質問した｡

理事者は ｢正式に聞いていない｡ 国から話が来た段階で

対応する｣ と受動的

な答弁だった｡

昨年秋､ 台風23号

で大きな被害を受け

た｡ 府の治水・防災

への前向きな取り組

みを求めたい｡

����������������������
前窪 義由紀 (宇治市・久世郡)

台風23号被害で知事あてに申し入れ

�������������������������������������������
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議
案
討
論

に
立
っ
た
光

永
議
員
は
、

二
〇
〇
三
年

度
京
都
府
一

般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計

決
算
の
認
定

に
反
対
で
あ

る
と
し
て
、

第
一
に
、
二

百
十
五
項
目
の
事
業
を
削
減
し
、
府
民
へ
の
新

た
な
負
担
を
お
し
つ
け
た
こ
と
、
第
二
に
、
中

小
企
業
や
伝
統
産
業
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る

時
に
、
Ｉ
Ｔ
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
偏
っ
た
予
算
執

行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
河
川
の
改

修
・
整
備
の
予
算
が
毎
年
削
減
さ
れ
て
き
た
こ

と
、
第
四
に
、
い
ま
す
す
め
る
必
要
の
な
い
大

型
公
共
事
業
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
過

大
な
水
需
要
予
測
を
前
提
と
し
て
、
府
民
に
高

い
水
道
料
金
を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
知
事
自
ら
の

｢

水
利
権
の
一
部
放
棄｣

発
言
で
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
、
反
対
し
ま

し
た
。

光
永
議
員
は
、
京
都
市
と
京
北
町
と
の
合
併

に
つ
い
て
、
山
国
隊
以
来
の
京
北
町
の
先
進
的

な
歴
史
と
伝
統
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
中
学
生
ま

で
医
療
費
を
無
料
化
す
る
な
ど
の
き
め
細
か
な

独
自
の
施
策
が
後
退
さ
せ
ら
れ
、
町
民
が
力
を

合
わ
せ
て
築
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
と

歴
史
的
財
産
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
と
し
て
、

｢

合
併
に
反
対｣

を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
す
で
に
、
宇
治
市
で
指
定
管
理
者

制
度
を
契
機
と
し
て
保
育
園
の
廃
止
と
民
間
へ

の
払
い
下
げ
が
ゴ
リ
押
し
さ
れ
て
い
る
事
例
も

紹
介
し
、
自
治
体
の
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て
、

自
治
体
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
転
換
さ
せ
る
も

の
と
し
て
、
反
対
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
洛
東
病
院
廃
止
条
例
に
つ
い
て
、

洛
東
病
院
の
充
実
・
整
備
と
い
う
今
ま
で
の
府

の
方
針
を
く
つ
が
え
し
た
山
田
知
事
の

｢

採
算

性｣

最
優
先
の
や
り
方
を
厳
し
く
批
判
し
、

｢

洛
東
病
院
の
廃
止
を
決
め
る
こ
と
は
、
京
都

府
の
歴
史
に
重
大
な
禍
根
を
残
す｣

と
し
て
、

廃
止
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

与
党
四
会
派
は
、
遅
れ
て
い
る
府
の
リ
ハ
ビ

リ
医
療
の
実
態
を
棚
上
げ
に
し
て

｢

廃
止
や
む

な
し｣

と
の
態
度
に
終
始
し
、
同
病
院
廃
止
条

例
に
賛
成
し
ま
し
た
。

洛東病院関係者や京北町会議員のみなさん

が傍聴される中での最終本会議討論｡ 私は京

北町のまちづくりの取り組みを紹介しつつ､ 京都市との合併で独自

施策が継続されないと指摘｡ 傍聴されていた京北町のみなさんはう

なずき､ 一方議場は騒然｡ 思わず議長が ｢静かに｣ と述べるほど､

合併の影響を具体的に指摘したことが痛烈に響いたようです｡

また､ 洛東病院廃止条例の反対を述べる時は､ 満身の怒りを込め

ました｡ 他会派は ｢洛東病院廃止は妥当｣ とは言うものの､ その理

由は語れず､ しかも ｢リハビリの充実が必要｣ と述べざるを得ない

ほど､ 患者さんや職員､ 府民のみなさんの道理ある廃止反対の取り

組みは､ 確実に山田府政を動かしていると確信しました｡

〈光永〉

討論を終えて

議

案

討

論光永 敦彦議員

(左京区)

修
正
案
提
案
の
趣
旨
説
明
に
立

っ
た
松
尾
団
長
は
、
指
定
管
理
者
制

度
は
、
制
度
導
入
を
強
く
求
め
て
き

た
張
本
人
が
財
界
で
あ
り
、
そ
の
動

機
は｢

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大｣

に
あ
り
、
効
率
性
、
採
算
性
優
先
の

下
で
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
免
れ
な
い
と

指
摘
。｢

条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て

は
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
留
意
し
、
可

能
な
限
り
そ
れ
ら
を
排
除
す
べ
き｣

と
強
調
。
①
指
定
管
理
の
対
象
は
法

改
正
に
沿
っ
た
も
の
に
す
べ
き
で
あ

り
、
条
例
内
容
も
手
続
き
規
定
に
限

る
べ
き
、
②
住
民
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
公
的
責
任
や
公
共
性
の
確
保
等

を
明
記
す
る
こ
と
、
③
指
定
管
理
者

の
申
請
及
び
そ
の
候
補
者
の
選
定
に

当
た
っ
て
の
厳
格
な
規
定
、
の
三
点

が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
の
べ
、

そ
の
後
、
条
例
修
正
案
の
具
体
的
な

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

他
会
派
か
ら
は
、｢

財
界
排
除
な

ど
の
論
点
が
前
提
に
な
っ
て
い
る｣

な
ど
と
、
自
民
党
府
議
が
修
正
案
に

反
対
、
質
問
に
立
ち
ま
し
た
が
、
松

尾
府
議
は
真
っ
向
か
ら
反
論
し
ま
し

た
。

日本共産党府議団は､ 12月府議会に提案された
｢第３号議案 京都府の施設の管理等に関する条例｣
について修正案を提案｡ 松尾府議団長が質問に対し
答弁を行いました｡ 本会議場で､ わが党議員団が答
弁に立つのは､ 史上初めてのことです｡

松尾議員団長が
｢条例修正案｣を提案､

答弁に立つ

指指定定管管理理者者制制度度のの導導入入
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新
井
府
議
は
、
被
災
者
の
住
宅
再
建
へ

の
府
の
助
成
措
置
を
積
極
的
な
も
の
と
し

て
評
価
し
つ
つ
、
農
機
具
や
中
小
業
者
の

生
産
設
備
、
船
の
買
い
替
え
や
補
修
の
た

め
の
助
成
を
実
施
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
府
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
、
昨
年
か
ら
実
施
し
た
振
興
局
や
土

木
事
務
所
の
再
編
で
、
舞
鶴
の
土
木
事
務

所
が
廃
止
さ
れ
、
た
っ
た
六
人
の
体
制
に

な
っ
た
た
め
、
災
害
発
生
時
に
対
応
が
で

き
な
か
っ
た
問
題
を
追
及
。
さ
ら
に
、
京

都
府
で
は
、
河
川
改
修
費
が
、
平
成
十
年

に
百
三
十
億
円
で
あ
っ
た
の
が
、
今
度
の

決
算
で
は
七
十
三
億
円
に
ま
で
削
減
さ
れ
、

急
傾
斜
地
や
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
八
千

箇
所
以
上
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ

て
、
災
害
に
強
い
京
都
を
つ
く
る
た
め
に
、

本
格
的
な
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
迫
り
ま

し
た
。

知
事
は
、
被
災
し
た
中
小
業
者
、
農
林

漁
業
者
へ
の
個
人
補
償
の
問
題
で
は
、
融

資
で
対
応
す
る
と
答
弁
。｢

新
た
な
借
金

を
し
て
も
返
せ
な
い｣

、
け
れ
ど
も
災
害

か
ら
立
ち
直
っ
て

｢

働
き
た
い｣

と
い
う

被
災
者
の
願
い
に
応
え
な
い
、
冷
た
い
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

｢

採
算
性｣

を
理
由
に

自
治
体
の
公
的
責
任
を

放
棄
す
る
な

新
井
府
議
は
、
知
事
が

｢

三
位
一
体
改

革
は
地
方
の
自
由
度
を
拡
大
す
る｣

と
言
っ

て
き
た
こ
と
の
誤
り
を
暴
露
。｢

三
位
一

体
改
革｣

で
福
祉
や
医
療
、
教
育
が
切
り

捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
し

た
追
及
に
、
知
事
は
、
ま
と
も
に
答
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
井
府
議
は
、｢

経
営
戦
略
室｣

、｢

経

営
戦
略
会
議｣

に
み
ら
れ
る
知
事
の
や
り

方
は
、
結
局
、
自
治
体
を
経
営
の
効
率
か

ら
考
え
、
洛
東
病
院
の
廃
止
の
よ
う
に

｢

採
算
性
が
合
わ
な
い｣

と
い
っ
て
公
的

責
任
を
放
棄
す
る
も
の
と
厳
し
く
批
判
。

こ
の
よ
う
な
や
り
方
を
京
都
府
に
持
ち
込

む
知
事
の
姿
勢
は
、
知
事
が
言
う

｢

住
民

発｣

な
ど
で
は
な
く
、｢

総
務
省
発｣

だ

と
指
摘
し
ま
し
た
。

新井 進 議員(北区)

中
小
業
者
、
農
林
漁
業
者

へ
の
個
人
補
償
を

台
風
23
号
被
害

台風被害対策は､ 被災者の声と議会

での追及で､ 住宅再建支援や融資など

前進しました｡ しかし､ 総括質疑で私

が提起した中小業者や農林漁業者への

助成について､ 知事は ｢自己弁護｣ に

終始しました｡

｢福井県の地場産業助成を見習うべ

きだ｣ との追及には､ ｢電源立地交付

金があるところと違う｣ と答弁｡ ここ

には､ 被災した商工業者が ｢新たな借

金はもう無理｡ これ以上続けられない｣

と声をあげている時､ ｢営業を守り､

地域経済再建のためどうするか｣ より

も､ 財政のことしか考えられない官僚

的体質を示したものです｡ ｢医療より

も採算性｣ と洛東病院を廃止し､ ｢サー

ビスを受けようとするなら負担を｣ と

の ｢弱者切り捨て論｣ など､ 知事の姿

勢が浮き彫りになってきています｡

〈新井〉

質問を終えて

議員は､ 台風23号被災者の支援問題､｢三位一体改革｣ の問題で､

テーション医療体制の問題で､ 山田啓二知事をただしました｡
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洛
東
病
院
の
廃
止
方
針
は
凍
結
し
、

患
者･

府
民
の
声
を
聞
い
て
拡
充･

存
続
を

島
田
府
議
は
、
府
立
洛
東
病
院
の
今
年

三
月
廃
止
の
知
事
表
明
に
対
し
、
二
万
一

千
を
こ
え
る
反
対
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
、｢

洛
東
病
院
は
命
の
綱
。

こ
の
灯
を
消
さ
な
い
で
ほ
し
い｣

な
ど
、

届
け
ら
れ
た
患
者
や
家
族
の
存
続
を
求
め

る
声
を
具
体
的
に
紹
介
。
知
事
に
対
し
、

こ
う
し
た
声
を
直
接
聞
く
べ
き
だ
と
求
め

ま
し
た
。

島
田
府
議
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床

が
、
南
山
城
、
中
丹
、
丹
後
に
は
一
つ
も

な
く
、
舞
鶴
や
福
知
山
、
丹
後
か
ら
も
患

者
が
洛
東
病
院
に
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

専
門
家
の
意
見
で
も
、
京
都
の
リ
ハ
ビ
リ

体
制
が
大
変
遅
れ
て
お
り
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
で
は
今
の
二
倍
以
上
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
改
善
計
画
の
提

示
を
迫
り
ま
し
た
。

知
事
は
、
改
修
を
怠
っ
て
き
た
自
ら
の

責
任
を
棚
上
げ
に
し
て
、
病
院
施
設
の
老

朽
化
な
ど
を
理
由
に
、
あ
く
ま
で
も
洛
東

病
院
廃
止
を
強
行
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。京

都
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
体
制
の
充
実
を

島
田
府
議
は
、
の
べ
三
十
の
リ
ハ
ビ
リ

の
病
院
が
あ
る
と
い
う
知
事
答
弁
は
、
ダ

ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
し
た
ご
ま
か
し
で
あ
り
、

現
実
に
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
や
っ
て

い
る
の
は
十
一
病
院
し
か
な
い
こ
と
を
指

摘
。
府
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
体

制
の
整
備
計
画
が
な
い
ま
ま
、
知
事
が
、

洛
東
病
院
廃
止
に
邁
進
し
て
い
る
こ
と
を

鋭
く
追
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
進
め
方
で
、
委
員
の
一
人
が
、

提
言
の

｢

ま
と
め
方
や
意
見
の
内
容
に
つ

い
て
異
議
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た｣

と
告
発
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ

て
、
追
及
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
府
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
委
員
に
は
、
保
健
福
祉
部
で
は
な

く
、
島
津
製
作
所
か
ら
出
向
し
て
き
た
経

営
戦
略
室
の
職
員
だ
け
が
任
命
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、｢

全
病
棟
廃
止｣

の
結
論
を

出
し
た

｢

包
括
外
部
監
査｣

の
事
務
局
も

経
営
戦
略
室
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
経
営

効
率
優
先
で
、
最
初
か
ら
、
洛
東
病
院
を

つ
ぶ
そ
う
と
い
う
や
り
方
が
明
ら
か
だ
と

迫
り
ま
し
た
。

知
事
は
、｢

府
民
本
位｣

で
行
政
経
営

を
や
っ
て
い
る
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

島田 敬子 議員(右京区)

｢洛東病院存続を｣ の一心で質疑に

たった｡ ｢洛東は生きる支え｣ と訴え

る患者､ 家族の思いを一度聞いてほし

かった｡ ｢情に訴えるつもりか｣ と言

う人がいたそうだが､ そうではない｡

洛東病院がなぜ必要か､ リハビリ医療

の現場がどうなっているか､ 府は何を

すべきかがよく見えてくるからだ｡

悲しいことに､ 知事に見えたものは､

老朽化した洛東病院の上っ面の姿だけ―

｢高価な機械にビニールがかけてある

ので､ 聞いたら 『この前､ 天井から汚

水が降ってきた』 とのことだった｣ と

水漏れを他人事のように言う答弁には

正直驚いた｡ 冷酷ささえ感じた｡ 知事

がよく言う ｢人・間中心｣ とは､ ｢間

が抜けている｣ といった議員がいたが､

私は､ 人の間を引き裂くものなのだと

思った｡

〈島田〉

質問を終えて

11月16日､ 京都府議会決算特別委員会の総括質疑で､ 新井進

また､ 島田敬子議員は､ 洛東病院の廃止問題､ 京都のリハビリ
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12月定例府議会に提出された請願､ 意見書・決議案

意見書・決議案名 提出者名 採決結果 共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

北朝鮮による虚偽の証拠資料提出に抗議し日本人拉致事件の早期全面解決を求める
意見書 全会派 可決 ○ ○ ○ ○ ○

イラクからの自衛隊の早期撤退を求める意見書 日本共産党 否決 ○ × × × ×
イラクヘの自衛隊派遣延長の撤回を求める意見書 民主・府民連合 否決 × × ○ × ×
京都府のリハビリテーション医療の充実を求める決議 日本共産党 否決 ○ × × × ×
定率減税の縮小・廃止に反対する意見書 日本共産党 否決 ○ × × × ×
地方交付税等の維持・拡充を求める意見書 日本共産党 否決 ○ × × × ×
｢三位一体改革｣ を国の財政再建の手段に利用しないことを求める意見書 自・民・公・新政 可決 × ○ ○ ○ ○
｢三位一体改革｣ の名による国庫補助負担金の廃止に関する意見書 日本共産党 否決 ○ × × × ×

請願件名 付託委員会 紹介議員会派 審査結果 共
産
自
民
民
主
公
明
新
政

定率減税の廃止に反対することに関する請願 総務 日本共産党 不採択 ○ × × × ×
府立洛東病院廃止に反対し､ リハビリ施策の確立を求めることに関
する請願 厚生労働 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

難病相談・支援センターの早期開設に関する請願 厚生労働 自・民・公・新政 採択 ○ ○ ○ ○ ○
改正ＤＶ防止法を受け､ 京都府のＤＶ被害者支援施策を重点施策と
することに関する請願 厚生労働 自・民・公・新政 採択 ○ ○ ○ ○ ○

すべての子どもが就学前まで無料で医療が受けられるよう制度拡充
を求めることに関する請願 厚生労働 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

京都府のリハビリテーション医療の充実を求めることに関する請願 厚生労働・
文教 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

すべての子どもたちにゆきとどいた教育をすすめ､ 心のかよいあう
学校をつくることに関する請願 文教 日本共産党 不採択 ○ × × × ×

養護教諭の正規複数配置を求めることに関する請願 文教 日本共産党 不採択 ○ × × × ×
特別支援教育の支援体制の整備・拡充を求めることに関する請願 文教 自・民・公・新政 採択 ○ ○ ○ ○ ○

今議会に ｢犯罪のない安心・安全なまちづくり条例｣ がわが党議員団を含む全会派から共同提案され､ 採択され

た｡ (中略)

わが党議員団は協議に際して､ プライバシーなど住民の基本的人権を侵害する危険を排除するとともに､ 警察活

動に住民を協力させる体制づくりではなく､ 住民の自主的とりくみを尊重することなどを主張した｡

18回の検討委員会の結果､ 条例は① ｢犯罪発生｣ の要因として無秩序な経済活動や有害な情報の氾濫などをあげ､

安全なまちづくりのため､ 第一義的には府民生活の安定を図る行政の責任と警察の役割を明記した｡ ② ｢監視社会

づくり｣ とならないよう ｢互いの基本的人権を尊重｣ ｢プライバシーの保護をはじめ基本的人権に最大限の配慮｣

が明記された｡ これは地域における防犯活動などはあくまでも自主的なものであること､ そして監視カメラの設置

などを無制限に拡大することへの歯止めとなるものである｡ ③施策の実施の重点として ｢子ども､ 高齢者､ 障害者

その他犯罪の被害を受けるおそれが高い者｣ をあげ､ 府がそのための対策を講じるように定めた｡ これは､ 今日の

国民の不安に応えるものであり､ 他府県の条例のように ｢住宅や商業施設の防犯性を高める｣ などの条項はすべて

排除した｡ ④さらに､ 犯罪被害者への支援を明記した｡

わが党議員団は､ 相次いで児童殺傷事件が発生するなど国民の不安が高まっているもとで､ 犯罪から子どもや高

齢者などを守ることは､ 警察力を中心に対応すべきであると考えるとともに､ 地域の人々が協力し合っての取り組

みも重要な役割を果たすものと考える｡ しかし､ 同時にこのことが ｢監視社会づくり｣ とならないよう､ この条例

が適切に運用されるよう奮闘するものである｡

｢犯罪のない安心・安全なまちづくり条例｣
の採択について

(｢京都府議会12月定例会を終えて｣談話より抜粋)
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